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国
木
田
治
子
と
『
台
湾
愛
国
婦
人
』 

|
小
説
「
女
優
志
願
」
翻
刻
・
紹
介
を
中
心
に
| 

下
岡 

友
加

 

国
木
田
治
子
（
一
八
七
九
―
一
九
六
二
）
は
、
明
治
末
か
ら
大
正
期
に
か
け
て

執
筆
活
動
を
行
っ
た
作
家
で
あ
る
。
そ
の
活
動
が
短
期
間
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

彼
女
の
代
表
作
と
さ
れ
る
長
篇
「
破
産
」
（
『
萬
朝
報
』
一
九
〇
八
（
明
41
）
年

八
月
一
八
日
～
九
月
三
〇
日
）
も
夫
・
国
木
田
独
歩
（
一
八
七
一
―
一
九
〇
八
）

の
経
営
し
た
独
歩
社
の
具
体
を
知
る
に
有
用
な
資
料
と
し
て
の
価
値
に
重
き
が

置
か
れ
て
き
た
向
き
が
強
い
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
調
査
が
進
み
つ
つ
あ
る
愛
国
婦
人
会
台
湾
支
部
の
機
関

誌
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
（
一
九
〇
八
（
明
41
）
・
一
〇
―
一
九
一
六
（
大
５
）
・

三
。
全
八
八
巻
。
た
だ
し
、
現
在
ま
で
の
発
見
巻
は
五
二
冊
分
に
止
ま
る
）
に
は
、

治
子
が
少
な
く
と
も
十
作
品
を
寄
稿
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
い
ず

れ
も
従
来
の
治
子
の
年
譜
に
は
未
掲
載
の
作
品
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
九
作
品
に

つ
い
て
は
平
成
25
年
度
國
學
院
大
學
大
学
院
特
定
課
題
研
究
報
告
書
『
『
台
湾
愛

国
婦
人
』
の
研
究
』
（
研
究
代
表
者
・
上
田
正
行
、
二
〇
一
四
・
二
）
が
翻
刻
を

行
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
本
稿
で
は
唯
一
未
翻
刻
で
あ
っ
た
「
女
優
志
願
」
（
『
台

湾
愛
国
婦
人
』
第
60
巻 

一
九
一
三
（
大
２
）
・
一
一
）
の
本
文
を
掲
げ
る
と
と

も
に
、
そ
の
内
容
紹
介
と
治
子
の
執
筆
活
動
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
補
足
を
行

い
、
今
後
の
治
子
研
究
に
資
し
た
い
。 

 

現
在
ま
で
に
発
見
さ
れ
た
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
掲
載
作
品
、
並
び
に
小
品
文
選

者
と
し
て
の
治
子
の
活
動
は
次
の
通
り
で
あ
る
（
１
）

。 

 

第
37
巻
（
一
九
一
一
（
明
44
）
・
一
二 

）
時
文
小
品
選 

第
38
巻
（
一
九
一
二
（
明
45
）
・
一
）
「
平
和
」
（
附
録
小
説
） 

 

第
41
巻
（
一
九
一
二
（
明
45
）
・
四
）
小
品
文
選 

第
42
巻
（
一
九
一
二
（
明
45
）
・
五
）
「
小
説 

町
娘
」 

 

第
48
巻
（
一
九
一
二
（
大
元
）
・
一
一
）
「
君
子
蘭
」 

 

第
52
巻
（
一
九
一
三
（
大
２
）
・
三
）
「
子
宝
」 

 

第
60
巻
（
一
九
一
三
（
大
２
）
・
一
一
）
「
女
優
志
願
」 

 

第
66
巻
（
一
九
一
四
（
大
３
）
・
五
）
「
白
鳩
」 

 

第
69
巻
（
一
九
一
四
（
大
３
）
・
八
）
「
操
」 

第
74
巻
（
一
九
一
五
（
大
４
）
・
一
）
「
鈴
子
」 

 
第
78
巻
（
一
九
一
五
（
大
４
）
・
五
）
「
故
郷
」 

 

第
82
巻
（
一
九
一
五
（
大
４
）
・
九
）
「
小
説 

母
の
留
守
」 

 

  

右
に
加
え
て
、
「
平
和
」
が
掲
載
さ
れ
た
第
38
巻
に
は
「
国
木
田
治
子
女
史
を
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訪
ふ
」
と
い
う
「
在
京
記
者
」
に
よ
る
取
材
文
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
在

京
記
者
」
は
治
子
の
実
家
（
榎
本
家
）
と
か
つ
て
「
背
中
合
せ
」
の
家
に
住
ん
で

い
た
た
め
、
治
子
や
長
男
・
寅
雄
と
は
四
、
五
年
前
か
ら
の
旧
知
の
間
柄
だ
と
い

う
（
２
）

。
治
子
に
は
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
に
先
ん
じ
て
、
〈
内
地
〉
の
愛
国
婦
人

会
機
関
紙
『
愛
国
婦
人
』
へ
の
寄
稿
も
あ
り
（
「
小
説 

友
愛
」
一
九
一
〇
（
明

43
）
年
三
月
五
日
（
３
）

）
、
そ
う
し
た
実
績
と
と
も
に
、
治
子
の
知
人
で
あ
る
当

記
者
の
存
在
も
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
へ
の
治
子
の
約
四
年
に
及
ぶ
断
続
的
な
寄
稿

を
う
な
が
し
た
一
因
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
原
稿
料
が
高
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

『
台
湾
愛
国
婦
人
』
は
、
独
歩
没
後
、
家
計
の
補
助
に
筆
を
執
ら
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
治
子
に
と
っ
て
は
あ
り
が
た
い
媒
体
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
（
４
）

。 

 

な
お
、
「
国
木
田
治
子
女
史
を
訪
ふ
」
と
い
う
取
材
文
中
に
は
三
越
勤
務
か
ら

帰
宅
し
た
治
子
に
「
三
越
で
原
稿
を
お
書
き
に
な
る
暇
は
あ
り
ま
す
か
？
」
と
問

う
記
者
の
発
言
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
治
子
は
取
材
時
（
遅
く
と
も
明
治
四
四
年
末
）

に
は
既
に
三
越
に
勤
め
て
い
た
事
実
が
う
か
が
え
る
。
近
年
の
年
譜
で
は
治
子
の

三
越
勤
務
は
一
九
一
二
（
明
45
・
大
元
）
年
に
開
始
さ
れ
た
と
す
る
も
の
が
あ
る

が
（
５
）

、
当
時
の
新
聞
が
報
道
す
る
通
り
、
一
九
一
一
（
明
治
44
）
年
九
月
二
四

日
か
ら
勤
務
が
開
始
さ
れ
た
と
す
る
の
が
矛
盾
が
な
く
、
よ
り
正
確
な
履
歴
と
考

え
ら
れ
よ
う
（
６
）

。 

 

ま
た
、
従
来
の
年
譜
で
は
『
黄
金
の
林
』
再
版
（
大
阪
屋
、
一
九
一
六
（
大
５
）

・
二
）
後
、
治
子
に
小
説
発
表
は
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
一
九
一
七
（
大

６
）
年
六
月
『
女
の
世
界
』
に
治
子
の
「
小
説 

野
菊
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
稿
者
は
確
認
し
た
。
そ
の
他
に
も
管
見
に
入
っ
た
治
子
の
年
譜
漏
れ
作
品
と

し
て
「
豆
の
葉
」
（
『
姉
妹
』
一
九
〇
九
（
明
42
）
・
六
）
、
「
菊
の
花
」
（
『
趣

味
』
一
九
〇
九
（
明
42
）
・
一
一
）
、
「
お
父
様
の
指
輪
」
（
『
婦
人
く
ら
ぶ
』

一
九
一
三
（
大
２
）
・
三
）
、
「
蟹
」
（
『
読
売
新
聞
』
一
九
一
一
（
明
44
）
年

七
月
九
日
付
朝
刊
）
、
「
裏
面
」
（
『
中
央
公
論
』
一
九
一
三
（
大
２
）
・
七
）
、

「
小
説 

野
菊
」
（
『
婦
人
評
論
』
一
九
一
三
（
大
２
）
・
一
二
。
同
タ
イ
ト
ル

の
『
女
の
世
界
』
（
一
九
一
七
（
大
６
）
・
六
）
掲
載
小
説
と
は
異
な
る
内
容
）
、

「
し

ろ

白
犬
」
（
た
だ
し
、
署
名
は
国
木
田
春、
子
と
な
っ
て
い
る
。
『
少
女
の
友
』
一

九
一
四
（
大
３
）
・
一
）
が
あ
る
。
雑
記
と
し
て
は
「
赤
坂
の
女
」
（
『
婦
人
く

ら
ぶ
』
一
九
一
三
（
大
２
）
・
三
）
、
「
鈴
虫
」
（
『
中
央
公
論
』
一
九
一
一
（
明

44
）
・
九
）
、
「
未
亡
人
生
活
」
（
『
中
央
公
論
』
一
九
一
三
（
大
２
）
・
一
）
、

「
夏
に
於
け
る
女
の
生
活
振
り 

三
越
の
女
店
員
」
（
『
女
の
世
界
』
一
九
一
五

（
大
４
）
・
八
）
、
「
案
内
所
の
帳
場
か
ら
」
（
『
新
演
芸
』
一
九
二
一
（
大
10
）

・
四
）
が
あ
り
、
治
子
の
著
作
に
つ
い
て
は
未
だ
多
く
の
漏
れ
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
、
今
後
も
引
き
続
き
調
査
が
必
要
で
あ
る
。 

 

 

『
台
湾
愛
国
婦
人
』
掲
載
の
治
子
の
作
品
を
通
読
し
た
上
田
正
行
は
「
国
木
田

治
子
が
押
し
な
べ
て
力
作
揃
い
で
あ
っ
た
の
は
意
外
で
あ
っ
た
」
「
独
歩
死
後
に

そ
の
本
領
を
発
揮
す
る
活
躍
の
場
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
」
（
７
）

と
治
子
の
作
品
を

高
く
評
価
し
て
お
り
、
稿
者
も
こ
れ
に
同
意
す
る
。
特
に
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
掲

載
作
品
中
で
も
比
較
的
分
量
の
あ
る
小
説
「
操
」
、
「
故
郷
」
は
、
前
者
は
そ
の

劇
的
な
構
成
か
ら
、
後
者
は
人
物
の
行
き
届
い
た
心
理
の
描
写
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
読

ま
せ
る
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
作
品
を
含
め
た
上
で
治
子
の
力
量
を
は
か
れ

ば
、
塩
田
良
平
が
述
べ
る
「
佳
品
と
称
せ
ら
れ
る
も
の
は
、
長
篇
的
な
も
の
よ
り

も
短
篇
に
多
く
、
そ
れ
も
小
品
文
的
な
も
の
に
限
る
や
う
で
あ
る
」
（
８
）

と
い
っ

た
評
価
は
再
検
討
を
要
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
「
故
郷
」
で
は
汽
車
中
の
士
官
の

無
様
な
様
子
に
対
し
て
「
彼
で
も
国
家
の
干
城
か
」
と
い
っ
た
女
性
主
人
公
・
安

子
の
心
意
も
記
さ
れ
て
お
り
、
「
「
国
家
の
干
城
た
る
軍
人
」
が
悪
い
の
か
、
母

－ 2 －
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と
妹
が
悪
い
の
か
」
と
い
っ
た
軍
人
批
判
の
見
ら
れ
る
独
歩
の
『
酒
中
日
記
』（
『
文

芸
界
』
一
九
〇
二
（
明
35
）
・
一
一
）
の
一
節
を
想
起
さ
せ
る
。
愛
国
婦
人
会
と

い
う
、
戦
死
者
の
遺
族
や
傷
痍
軍
人
の
救
護
・
慰
問
を
目
的
と
す
る
団
体
の
機
関

誌
掲
載
小
説
と
し
て
は
逸
脱
し
た
記
述
で
も
あ
る
（
９
）

。
そ
の
他
に
も
、
「
白
鳩
」

は
鳩
の
「
私
」
語
り
と
い
う
や
や
特
異
な
方
法
に
基
づ
い
て
成
功
し
た
佳
品
で
あ

り
、
「
鈴
子
」
は
父
を
喪
い
理
不
尽
な
扱
い
を
受
け
る
母
娘
が
、
そ
れ
で
も
他
者

を
怨
ま
ず
前
向
き
に
生
き
る
姿
勢
が
印
象
的
な
作
品
で
あ
る
。
治
子
の
作
品
の
特

徴
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
「
感
傷
的
で
は
な
い
が
、
適
度
な
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
と

も
な
い
、
作
品
世
界
に
溺
れ
る
こ
と
の
な
い
バ
ラ
ン
ス
感
覚
に
さ
さ
え
ら
れ
た
透

徹
し
た
観
察
者
の
眼
」
（
中
島
礼
子
（

10
）

）
は
こ
れ
ら
の
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
掲

載
作
品
に
も
通
底
し
て
い
る
。 

 

本
稿
が
翻
刻
し
た
「
女
優
志
願
」
の
構
成
は
大
き
く
二
つ
に
分
か
れ
る
。
前
半

は
「
薄
情
者
」
の
許
嫁
の
男
性
に
裏
切
ら
れ
、
傷
付
け
ら
れ
た
若
い
女
性
・
竹
子

の
心
境
が
、
そ
の
姉
・
松
子
と
の
対
話
を
通
じ
て
描
か
れ
る
。
後
半
は
自
身
の
心

の
空
隙
を
慰
め
る
べ
く
女
優
を
志
願
し
た
竹
子
の
日
常
と
、
そ
の
危
う
い
様
子
が

姉
の
視
点
か
ら
相
対
化
さ
れ
つ
つ
描
か
れ
る
。
最
終
的
に
は
有
楽
座
の
女
優
で
あ

る
姉
を
持
つ
仕
立
屋
の
娘
か
ら
、
女
優
を
持
つ
家
族
の
悲
惨
な
実
態
が
語
ら
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
竹
子
は
心
配
し
て
い
た
家
族
の
願
い
を
聞
き
入
れ
、
女
優
志
願
を

断
念
す
る
に
至
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。 

 

作
品
全
体
の
出
来
映
え
と
し
て
は
、
先
に
触
れ
た
他
の
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
掲

載
作
品
に
は
劣
り
、
凡
庸
で
あ
る
。
姉
・
松
子
が
口
に
す
る
「
詰
り
意
志
が
弱
い

か
ら
。
女
優
に
で
も
成
つ
て
。
華
麗
な
生
活
に
。
心
の
苦
痛
を
紛
ら
せ
や
う
と
為

る
の
で
し
や
う
が
。
女
優
な
ん
か
に
成
つ
た
ら
。
又
新
し
い
苦
痛
を
増
す
や
う
な

も
の
よ
」
と
い
っ
た
戒
め
は
、
妹
の
真
情
を
鋭
く
つ
い
た
言
で
は
あ
る
が
、
自
身

の
夫
に
妹
の
新
た
な
嫁
ぎ
先
を
探
し
て
も
ら
う
な
ど
、
彼
女
の
価
値
観
は
あ
く
ま

で
も
良
妻
賢
母
の
規
範
の
な
か
に
あ
る
。
そ
の
上
、
女
優
を
目
指
し
て
い
た
は
ず

の
妹
・
竹
子
自
身
が
作
品
末
尾
で
あ
っ
け
な
く
翻
意
す
る
た
め
、
小
説
と
し
て
の

面
白
み
に
は
欠
け
て
い
よ
う
。 

 

た
だ
し
、
作
品
が
発
表
さ
れ
た
大
正
初
期
の
言
説
を
鑑
み
れ
ば
、
帝
国
女
優
養

成
所
が
設
立
さ
れ
た
一
九
〇
八
（
明
41
）
年
九
月
以
後
、
女
優
が
女
性
の
新
し
い

生
き
方
と
し
て
耳
目
を
集
め
る
重
要
な
ト
ピ
ッ
ク
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。
「
女
優
志
願
」
の
内
容
は
、
同
時
代
読
者
に
と
っ
て
今
日
の
我
々
の
想

像
を
は
る
か
に
超
え
て
切
実
な
、
身
近
な
問
題
と
し
て
読
ま
れ
た
可
能
性
が
あ

る
。
た
と
え
ば
、
当
時
の
『
読
売
新
聞
』
の
「
身
の
上
相
談
」
に
は
「
女
優
に
な

り
た
い
（
す
い
子
）
」
（
一
九
一
四
（
大
３
）
年
七
月
一
七
日
付
朝
刊
）
、
「
思

ひ
切
つ
て
女
優
に
な
り
何
年
か
の
後
は
母
の
世
話
を
し
た
い
（
賤
女
）
」
（
一
九

一
四
（
大
３
）
年
一
一
月
七
日
付
朝
刊
）
、
「
女
優
に
な
り
た
い
と
決
心
（
光
子
）
」

（
一
九
一
八
（
大
７
）
年
七
月
三
一
日
付
朝
刊
）
、
「
女
優
に
な
り
た
く
て
仕
方

が
あ
り
ま
せ
ん
（
悶
へ
つ
ゝ
あ
る
女
）
」
（
一
九
一
九
（
大
８
）
年
八
月
二
三
日
）

と
い
っ
た
、
竹
子
同
様
の
〈
女
優
志
願
〉
の
声
が
繰
り
返
し
発
せ
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
一
方
、
こ
れ
ら
女
性
の
声
を
と
り
あ
げ
た
『
読
売
新
聞
』
の
「
記
者
」

の
返
答
は
「
現
在
の
日
本
の
女
優
は
精
神
上
に
も
経
済
上
に
も
い
か
に
も
苦
し
い

生
活
を
送
つ
て
ゐ
る
と
想
ひ
ま
す
（
…
）
同
じ
独
立
し
た
生
活
を
な
さ
る
な
ら
、

も
つ
と
実
着
な
職
業
を
選
び
な
さ
い
ま
し
」
（
一
九
一
四
（
大
３
）
年
七
月
一
七

日
付
朝
刊
）
と
一
貫
し
て
女
優
志
願
を
断
念
す
る
こ
と
を
勧
め
る
言
に
終
始
し
て

い
る
。
そ
の
他
に
も
「
「
職
業
と
し
て
の
女
優
」
が
、
如
何
に
悲
惨
に
し
て
不
幸

で
あ
る
か
。
世
の
若
い
娘
達
は
、
大
切
な
此
の
問
題
を
忘
れ
て
居
る
」
（
天
民
生

「
新
女
優
（
八
）
」
『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
一
二
（
明
44
）
年
一
一
月
一
二
日

－ 3 －
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付
朝
刊
）
、
「
決
し
て
軽
々
し
く
女
優
た
ら
む
と
志
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
」
（
翠

浪
生
「
女
優
論
（
女
優
志
願
者
の
為
め
に
）
」
『
女
優
鑑
』
演
芸
画
報
社
、
一
九

一
二
（
大
元
）
・
一
一
、
一
六
一
頁
）
と
い
っ
た
同
時
代
の
危
惧
の
声
が
見
ら
れ
、

こ
れ
ら
と
治
子
の
「
女
優
志
願
」
の
体
現
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
通
じ
て
い
る
（

11
）

。

 

 

し
か
し
、
皮
肉
な
こ
と
に
こ
の
〈
女
優
志
願
〉
の
声
は
治
子
の
身
内
か
ら
も
発

せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
「
女
優
志
願
の
独
歩
の
長
女
＝
母
親
の
反
対
で
ど
う
や

ら
決
心
が
鈍
つ
た
＝
」
と
の
記
事
が
『
東
京
朝
日
新
聞
』
（
一
九
一
六
年
（
大
５
）

年
五
月
二
一
日
付
朝
刊
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
独
歩
・

治
子
研
究
に
お
い
て
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
資
料
の
た
め
、
や
や
長
い
が
記

事
全
文
を
掲
げ
る
。 

 

文
壇
の
一
偉
星
国
木
田
独
歩
氏
が
湘
南
の
空
の
一
角
に
消
え
て
隕
て
か
ら

今
年
で
も
う
九
年
に
な
る
、
治
子
夫
人
の
繊
弱
い
手
に
託
さ
れ
た
遺
孤
は
其

当
時
八
歳
を
首
に
乳
呑
迄
四
人
で
あ
つ
た
、
不
治
と
い
ふ
衝
動
を
心
臓
に
感

じ
て
以
来
の
独
歩
氏
は
随
分
気
難
か
し
い
事
を
言
つ
て
夫
人
を
悩
ま
し
た

と
は
言
ふ
も
の
ゝ
、
自
分
が
箸
を
つ
け
た
食
物
に
は
厳
か
に
夫
人
の
触
れ
る

事
を
禁
じ
た
氏
の
胸
中
は
潜
か
に
夫
人
の
健
康
を
気
づ
か
つ
た
の
で
あ
ら

う
、
別
け
て
も
四
人
の
遺
愛
の
為
に
夫
人
の
自
重
を
希
つ
た
、
長
女
の
貞
子

が
十
七
歳
、
父
君
の
天
才
肌
を
其
儘
に
生
き

く
と
生
ひ
立
つ
た
、
次
女
の

み
と
り
子
が
十
三
歳
、
其
間
の
令
息
は
今
中
学
に
あ
つ
て
父
親
が
な
く
と
も

立
派
に
成
人
し
た
子
達
は
お
の
が
じ
ゝ
望
む
道
へ
志
ざ
す
年
齢
に
な
つ
て

貞
子
さ
ん
は
去
年
か
ら
東
儀
鉄
笛
氏
の
門
に
入
つ
た
。
平
た
く
言
へ
ば
ま
だ

年
歯
の
行
か
な
い
本
人
の
望
み
と
い
ふ
よ
り
は
勝
気
な
此
人
に
天
才
の
閃

き
を
見
た
傍
の
人
々
の
勧
め
か
ら
で
、
母
君
は
無
論
反
対
で
あ
つ
た
、
「
お

母
さ
ん
と
は
時
代
が
違
ふ
し
堕
落
さ
へ
し
な
い
で
立
派
に
ヤ
リ
遂
げ
れ
ば

い
ゝ
で
せ
う
」
と
世
の
中
を
知
ら
な
い
貞
子
さ
ん
は
言
つ
た
が
、
治
子
夫
人

は
「
ど
う
か
裁
縫
で
も
習
つ
て
お
嫁
に
行
つ
て
貰
ひ
度
い
の
で
す
、
段
々
世

間
を
知
つ
て
か
ら
嫁
か
う
と
思
つ
て
も
一
度
さ
う
し
た
道
に
入
つ
て
は
縁

が
遠
く
な
り
ま
す
か
ら
今
の
中
思
ひ
返
し
て
や
め
て
く
れ
る
と
い
ゝ
と
願

つ
て
居
ま
す
、
踊
り
の
素
養
が
あ
る
で
は
な
し
本
気
に
其
道
に
入
る
に
は
却

々
大
変
で
す
、
当
人
も
此
頃
で
は
止
め
度
い
と
言
ひ
出
し
ま
し
た
か
ら
多
分

や
め
ま
せ
う
、
マ
ク
ベ
ス
に
出
る
な
ど
は
嘘
で
す
、
学
問
を
さ
せ
る
と
い
ゝ

の
で
す
が
夫
れ
も
思
ふ
様
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
…
…
」
と
語
る
人
の
苦
労
の

跡
が
痛
ま
し
い
（
傍
線
は
引
用
者
に
拠
る
） 

  

引
用
最
終
傍
線
部
「
マ
ク
ベ
ス
に
出
る
な
ど
は
嘘
で
す
」
と
あ
る
の
は
、
右
に

先
ん
じ
て
報
じ
ら
れ
た
、
独
歩
と
治
子
の
長
女
・
貞
子
が
「
愈
近
々
有
楽
座
の
マ

ク
ベ
ス
劇
に
初
舞
台
と
し
て
こ
の
天
才
を
発
揮
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
」
（
「
●

父
親
の
性
格
を
受
け
て 

芸
術
に
赴
く
三
令
嬢
」
『
読
売
新
聞
』
一
九
一
六
（
大

５
）
年
五
月
一
三
日
付
朝
刊
）
と
い
う
記
事
を
受
け
た
発
言
と
考
え
ら
れ
る
。
小

説
「
女
優
志
願
」
の
発
表
か
ら
三
年
後
、
治
子
自
身
の
娘
が
女
優
を
目
指
す
と
い

う
事
態
は
、
女
優
が
当
時
の
女
性
に
と
っ
て
い
か
に
魅
力
的
で
、
か
つ
身
近
な
職

業
選
択
の
一
つ
で
あ
っ
た
か
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
た
だ
、
右
引
用
傍
線
部
に

記
さ
れ
た
よ
う
な
治
子
の
願
い
は
「
女
優
志
願
」
の
姉
・
松
子
の
思
い
と
ほ
ぼ
同

様
の
も
の
で
あ
っ
て
、
や
は
り
女
優
へ
の
志
願
を
是
と
は
し
な
い
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
、
「
最
近
に
至
り
貞
子
さ
ん
は
東
儀
氏
の
家
を
辞
し
実
家
に
帰
つ
て
、

昨
日
ま
で
の
踊
り
の
手
振
り
も
忘
れ
た
や
う
に
家
事
手
伝
ひ
を
す
る
」
（
「
●
可

惜
芸
術
の
芽
の
枯
れ
」
『
読
売
新
聞
』
一
九
一
六
（
大
５
）
年
六
月
一
一
日
付
朝

－ 4 －
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刊
）
と
後
日
談
が
報
じ
ら
れ
た
通
り
、
貞
子
が
女
優
に
な
っ
た
と
い
う
記
録
は
見

あ
た
ら
ず
、
病
弱
で
あ
っ
た
ら
し
い
彼
女
は
一
九
二
〇
（
大
９
）
年
五
月
二
八
日
、

わ
ず
か
二
一
歳
（
数
え
年
）
に
て
逝
去
し
た
（

12
）

。 

 

明
治
末
か
ら
大
正
に
至
る
治
子
の
作
家
活
動
期
に
は
、
自
ら
女
優
と
し
て
舞
台

に
立
っ
た
経
験
を
持
つ
作
家
・
田
村
俊
子
（
一
八
八
四
―
一
九
四
五
）
が
活
躍
し

て
い
る
。
俊
子
に
は
女
優
の
卵
で
あ
る
三
輪
を
主
要
人
物
と
し
て
配
し
た
『
あ
き

ら
め
』
（
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
一
九
一
一
（
明
44
）
年
一
月
一
日
～
三
月
二
日
）

を
端
緒
に
、
女
優
を
志
す
当
事
者
の
視
点
か
ら
そ
の
心
持
ち
を
つ
ま
び
ら
か
に
し

た
小
説
「
嘲
弄
」
（
『
中
央
公
論
』
一
九
一
二
（
大
元
）
・
一
一
）
や
「
女
優
」

（
『
女
学
世
界
』
一
九
一
六
（
大
５
）
・
八
）
等
が
あ
る
。
こ
れ
ら
俊
子
の
作
品

に
比
せ
ば
、
治
子
の
「
女
優
志
願
」
は
い
か
に
も
他
者
か
ら
見
た
表
面
的
な
女
優

理
解
と
も
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
竹
子
が
女
優
を
志
願
す
る
動
機
、
そ
の
発
端
が

許
嫁
で
あ
っ
た
男
性
に
手
酷
く
裏
切
ら
れ
た
こ
と
に
あ
る
と
い
う
設
定
を
小
説

が
わ
ざ
わ
ざ
行
っ
て
い
る
こ
と
に
は
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
結
婚

に
望
み
を
失
っ
た
女
性
が
当
時
の
家
父
長
制
社
会
に
お
い
て
選
択
で
き
る
自
活

の
方
策
は
甚
だ
限
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
竹
子
を
し
て
女
優
と
い
う
リ
ス
ク
の

高
い
職
業
選
択
へ
と
走
ら
せ
て
い
る
の
は
、
男
性
の
背
信
と
男
性
優
位
の
社
会
構

造
に
他
な
ら
な
い
こ
と
を
「
女
優
志
願
」
は
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
言

え
ば
、
仕
立
屋
の
娘
が
語
る
の
は
、
姉
が
女
優
と
な
っ
た
こ
と
で
当
人
の
み
な
ら

ず
、
そ
の
妹
と
母
親
と
い
う
、
ま
た
も
や
女
性
が
犠
牲
と
な
る
姿
、
構
造
で
あ
っ

た
。
竹
子
が
女
優
志
願
を
あ
き
ら
め
る
こ
と
で
閉
じ
ら
れ
る
小
説
の
結
末
は
、
先

に
も
触
れ
た
通
り
、
小
説
的
事
件
を
未
然
に
防
い
で
い
か
に
も
凡
庸
な
印
象
を
与

え
る
が
、
そ
こ
に
こ
そ
書
き
手
で
あ
る
治
子
の
女
性
読
者
に
向
け
た
切
な
る
思

い
、
す
な
わ
ち
女
性
に
軽
々
に
自
身
の
人
生
と
家
族
を
犠
牲
に
は
し
て
ほ
し
く
な

い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。 

 

な
お
、
「
女
優
志
願
」
の
主
要
登
場
人
物
で
あ
る
「
松
子
」
「
竹
子
」
の
名
前

は
、
一
九
一
〇
（
明
43
）
年
に
東
京
進
出
し
、
一
九
一
二
（
大
元
）
年
九
月
に
は

大
阪
に
女
優
養
成
所
を
設
け
た
松
竹
合
名
会
社
（
一
九
一
一
（
明
44
）
年
よ
り
松

竹
合
名
社
と
社
名
簡
略
化
（

13
）

）
か
ら
取
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
作

中
前
半
、
姉
妹
が
帝
劇
で
文
芸
協
会
の
「
シ
イ
ザ
ー
」
を
観
劇
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
史
実
に
照
ら
せ
ば
小
説
の
時
間
は
一
九
一
三
（
大
２
）
年
六
月
二
六
日
～
七

月
二
日
に
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
帝
国
劇
場
で
の
上
演
「
ジ
ュ
リ

ア
ス
シ
ー
ザ
ー
」
（
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
作
・
坪
内
逍
遙
訳
・
松
居
松
葉
監
督
（

14
）

）

は
、
治
子
の
長
篇
『
小
夜
千
鳥
』
（
一
九
一
四
（
大
３
）
・
三
、
岡
村
書
店
）
に

お
い
て
も
、
「
此
の
間
帝
劇
で
シ
ー
ザ
ー
ッ
て
云
ふ
の
を
演
た
時
毎
晩
出
た
の
で

す
。
僕
も
一
度
連
て
行
つ
て
貰
つ
た
け
れ
ど
、
面
白
か
つ
た
で
す
よ
」
（
四
七
頁
）

と
言
及
さ
れ
て
お
り
、
実
際
に
当
劇
を
治
子
自
身
が
観
劇
し
た
可
能
性
は
高
い
。 

 

「
女
優
志
願
」
本
文
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
漢
字
は
新
字
体
に
統
一
し
、
ル
ビ

は
パ
ラ
ル
ビ
と
し
、
明
ら
か
な
誤
植
は
訂
正
し
た
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。 

 

【
翻
刻
】
女
優
志
願 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

国
木
田
治
子 

 

松
子
は
妹
の
竹
子
の
部
屋
の
通
り
掛
り
に
這
入
つ
て
視
る
と
。
外
国
切
手
の
張

つ
て
あ
る
。
手
紙
を
四
辺
に
取
散
ら
か
し
た
な
か
で
。
竹
子
は
俯
向
し
て
泣
い
て

居
た
。 

 

そ
れ
を
視
た
松
子
は
。
妹
の
心
中
を
察
し
る
と
。
抱
き
合
つ
て
。
共
に
泣
い
て

遺
り
度
い
心
地
が
し
た
が
。
や
つ
と
心
を
取
り
直
し
て
。 

『
竹
ち
や
ん
。
如
何
し
た
の
』 

－ 5 －
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と
。
何
気
無
く
竹
子
の
傍
へ
寄
つ
て
。
肩
に
手
を
掛
て
。
引
起
相
と
し
た
。
す

る
と
。
猶
体
を
堅
く
仕
な
が
ら
。 

『
姉
さ
ん
。
御
性
だ
か
ら
。
彼
方
へ
行
つ
て
ゝ
頂
載
』 

 

と
、
松
子
の
体
を
突
き
除
け
よ
う
と
し
た
。 

『
何
故
其
様
事
を
言
ふ
の
。
亦
為
雄
さ
ん
の
事
を
思
ひ
出
し
た
の
ね
。
お
や
め
な

さ
い
つ
た
ら
。
如
何
な
に
今
更
思
つ
た
つ
て
。
致
方
が
無
い
ぢ
や
無
い
の
。
彼
ん

な
薄
情
な
人
の
事
な
ん
か
』 

『
何
ん
で
も
可
い
じ
や
あ
り
ま
せ
ん
か
。
私
は
一
人
で
居
た
い
の
だ
か
ら
。
彼
所

へ
行
つ
て
よ
』 

 

と
。
竹
子
の
言
ふ
の
を
聞
い
た
松
子
は
。
困
つ
た
事
だ
と
言
ふ
や
う
な
顔
を
し

て
。
暫
時
凝
と
竹
子
を
見
詰
て
居
た
が
。 

『
こ
ん
な
物
が
有
る
か
ら
。
猶
い
け
な
い
の
よ
』 

 

と
言
ひ
な
が
ら
。
散
ら
か
つ
て
居
る
手
紙
を
拾
ひ
集
め
な
が
ら
。 

『
私
が
預
つ
て
置
き
ま
せ
う
』 

 

と
言
つ
た
の
で
。
つ
と
顔
を
あ
げ
た
竹
子
は 

『
厭
よ
。
誰
が
姉
さ
ん
の
や
う
な
。
同
情
の
無
い
人
な
ん
か
に
』 

 

と
姉
の
手
か
ら
手
紙
を
奪
は
う
と
し
た
。 

『
ま
ア
』 

 

と
其
の
険
幕
に
呆
れ
た
松
子
は
。 

『
同
情
が
無
い
な
ん
て
。
ひ
ど
い
わ
。
竹
ち
や
ん
の
身
を
思
ふ
か
ら
こ
そ
。
さ
う

言
ふ
の
よ
。
そ
れ
に
』 

『
偽
々
。
先
日
も
義
兄
さ
ん
と
。
竹
ち
や
ん
は
馬
鹿
だ
。
彼
ん
な
奴
を
何
時
ま
で

も
。
思
つ
て
居
る
な
ん
て
。
言
つ
て
た
じ
や
無
い
の
』 

『
そ
れ
は
義
兄
さ
ん
が
言
つ
た
の
で
。
私
が
言
つ
た
の
じ
や
な
い
わ
。
』 

『
だ
つ
て
。
言
つ
た
も
同
じ
事
だ
わ
。
義
兄
さ
ん
は
姉
様
の
ハ
ス
さ
ん
で
す
も
の
。

妹
が
そ
れ
は

く
辛
い
情
な
い
身
に
成
つ
た
の
を
。
可
愛
相
だ
と
も
思
つ
ち
や
く

だ
さ
ら
な
い
で
。
馬
鹿
だ
な
ん
て

―
如
何
せ
私
は
馬
鹿
よ
。
そ
れ
だ
か
ら
。
為

雄
さ
ん
に
捨
て
ら
れ
た
の
だ
わ
。
父
様
も
母
様
も
姉
さ
ん
ま
で
。
矢
駄
良
に
。
諦

ら
め
ろ

く
と
被
仰
つ
た
つ
て
。
さ
う
は
行
き
ま
せ
ん
。
体
は
か
う
し
て
生
き
て

居
た
つ
て
。
心
は
既
う
死
で
居
る
の
で
す
よ
。
蟬
の
抜
殻
み
た
や
う
な
も
の
で
す
。

い
ま
に
。
雨
や
風
に
晒
さ
れ
て
。
こ
な

ぐ
に
潰
れ
て
了
ふ
の
で
す
わ
。
早
く
そ

う
成
り
た
い
。
今
日
か
ら
で
も
。
今
か
ら
で
も
』 

 

と
物
狂
は
し
相
に
。
眼
を
据
ゑ
て
言
ふ
の
で
。
松
子
は
持
て
余
し
て
了
つ
た
。 

 

途
方
に
暮
れ
て
居
る
松
子
を
視
た
竹
子
は 

『
姉
さ
ん
。
最
早
私
の
事
な
ん
ぞ
。
心
配
し
て
く
だ
さ
ら
な
い
で
も
可
い
の
で
す

よ
。
私
は
独
り
者
だ
か
ら
。
独
り
で
泣
い
た
り
笑
つ
た
り
。
喜
ん
だ
り
。
悲
ん
だ

り
仕
て
暮
す
か
ら
。
姉
さ
ん
は
義
兄
さ
ん
に
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
の
汚
れ
た
の
を
。
持

た
せ
て
叱
ら
れ
な
い
用
心
で
も
成
さ
る
が
可
い
わ
』 

 

と
皮
肉
を
言
つ
た
。
そ
れ
を
聞
い
た
松
子
は
腹
も
立
て
ず
。
返
つ
て
情
け
の
籠

つ
た
眼
で
妹
を
見
な
が
ら
。 

『
竹
ち
や
ん
。
無
理
か
も
知
れ
な
い
が
。
自
暴
な
心
な
ん
て
起
さ
ず
に
頂
戴
よ
。

た
つ
た
二
人
の
姉
妹
で
は
有
り
ま
せ
ん
か
。
今
だ
つ
て
此
室
へ
来
た
時
一
所
に
泣

い
て
あ
げ
や
う
と
さ
へ
。
思
つ
た
け
れ
ど
。
そ
れ
で
は
返
つ
て
貴
女
の
悲
し
さ
を

増
す
ば
か
り
だ
と
思
つ
た
の
で
。
私
だ
つ
て
悲
し
い
の
を
。
や
つ
と
堪
へ
居
た
の

に
。
そ
ん
な
水
臭
い
。
皮
肉
な
ん
ぞ
言
ふ
も
の
で
は
無
い
わ
。
父
さ
ん
だ
つ
て
母

さ
ん
だ
つ
て
。
如
何
な
に
竹
ち
や
ん
の
事
を
心
配
し
て
居
ら
つ
し
や
る
か
。
早
く

為
雄
さ
ん
な
ん
か
よ
り
。
も
つ
と
も
つ
と
立
派
な
方
へ
縁
附
度
い
と
。
探
し
て
居

ら
つ
し
や
る
の
よ
。
そ
れ
で
敬
一
さ
ん
も
今
朝
か
ら
。
御
友
達
の
処
へ
行
つ
た
の

－ 6 －
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よ
。
』 

 

と
優
し
く
言
つ
た
の
を
。

の

ぼ

せ

興
奮
て
居
る
竹
子
の
耳
に
は
当
附
け
ら
し
く
聞
こ
え

た
の
で
。 

『
折
角
の
日
曜
日
だ
と
言
ふ
の
に
済
み
ま
せ
ん
ね
え
。
そ
ん
な
事
と
知
つ
て
居
た

ら
。
御
と
め
す
る
の
だ
つ
た
に
。

ほ

ん

と

真
箇
に
私
の
事
な
ら
。
御
心
配
に
は
及
び
ま
せ

ん
。
と
何
卒
皆
様
に
被
仰
つ
て
頂
戴
…
…
』 

 

と
。
け
ん
も
ほ
ろ
ゝ
に
。
言
ふ
の
で
。
松
子
は
情
無
さ
に
。
思
は
ず
涙
を
浮
べ

な
が
ら
。 

『
何
故
そ
ん
な
事
を
竹
ち
や
ん
は
言
ふ
の
。
思
ひ
違
ひ
を
仕
て
は
困
つ
て
よ
。
』 

 

と
。
沁
々
言
つ
た
の
で
。
竹
子
は
流
石
に
気
の
毒
に
成
つ
た
。 

『
竹
ち
や
ん
は
。
為
雄
さ
ん
の
態
度
を
恨
む
心
よ
り
。
恋
し
い
と
思
ふ
心
の
方
が

深
い
の
で
。
苦
し
む
の
で
し
や
う
が
。
男
な
ん
て
。
そ
れ
は

く
手
前
勝
手
な
薄

情
な
者
な
の
よ
。
竹
ち
や
ん
は
何
と
思
ふ
か
知
れ
な
い
け
れ
ど
。
為
雄
さ
ん
だ
つ

て
。
そ
の
薄
情
者
の
一
人
よ
。
何
故
と
言
つ
て
御
覧
な
さ
い
。
さ
ん
ざ
父
さ
ん
の

世
話
に
成
つ
て
。
外
国
へ
行
つ
た
の
だ
つ
て
。
誰
の
お
蔭
で
し
や
う
。
竹
ち
や
ん

か
ら
。
父
さ
ん
に
願
つ
て
。
遣
つ
て
戴
だ
い
た
の
で
し
や
う
。
そ
れ
に
恩
も
義
理

も
忘
れ
て
了
つ
て
。
自
由
の
き
く
身
に
成
つ
た
ら
。
行
方
知
れ
ず
に
成
つ
た
や
う

に
。
見
せ
か
け
て
。
自
家
と
の
縁
を
断
つ
て
。
了
つ
た
の
で
す
も
の
ね
。
』 

『
姉
さ
ん
既
う
言
は
ず
に
頂
戴
。
真
箇
に
私
が
馬
鹿
だ
つ
た
の
よ
。
彼
ん
な
薄
情

な
人
と
も
知
ら
ず
。
父
さ
ん
に
御
迷
惑
を
掛
た
の
で
す
が
。
思
ふ
と
情
な
く
つ
て

致
方
が
有
り
ま
せ
ん
。
既
う
真
箇
に
諦
ら
め
ま
す
わ
。
皆
さ
ん
に
も
御
心
配
を
掛

て

―
』 

 

と
竹
子
の
心
も
段
々
静
ま
つ
て
来
た
の
で
。
前
の
暴
言
を
悔
む
や
う
に
。
優
し

く
言
っ
た
。 

『
真
箇
に
諦
め
て
頂
戴
ね
。
彼
ん
な
恩
も
義
理
も
知
ら
な
い
人
の
行
末
は
。
き
つ

と
可
い
事
は
無
い
わ
』 

 

と
松
子
も
慰
さ
め
る
や
う
に
言
ふ
の
を
聞
く
と
。
憎
い
な
が
ら
も
為
雄
の
上
が

思
は
れ
て
。
竹
子
は
身
も
世
も
有
ら
ぬ

お
も感

ひ
が
し
た
。 

 

為
雄
と
言
ふ
の
は
。
松
子
達
の
父
親
の
友
人
の
子
な
の
だ
が
。
早
く
父
母
に
別

れ
た
の
で
。
情
深
い
松
子
の
父
親
は
。
為
雄
を
十
二
歳
の
時
か
ら
。
自
家
へ
引
取

つ
て
世
話
を
し
た
。
処
が
為
雄
は
生
れ
つ
き
怜
悧
な
の
で
。
小
学
校
か
ら
。
中
学
。

高
等
商
業
を
卒
業
す
る
ま
で
。
優
等
の
成
績
で
押
通
し
た
の
で
。
父
親
は
世
話
甲

斐
の
有
つ
た
の
を
喜
ぶ
と
共
に
。
将
来
は
妹
娘
の
竹
子
と
。

め
あ
わ
せ

配
合
て
と
。
楽
み
に

仕
て
居
る
う
ち
。
高
商
を
卒
業

で

た
為
雄
は
留
学
し
た
い
と
。
言
ひ
出
し
た
の
で
。

そ
れ
も
心
可
く
免
し
て
。
出
来
な
い
な
か
を
無
理
に
都
合
し
て
。
英
国
へ
遣
つ
た

の
だ
が
。
遠
く
離
れ
て
居
る
う
ち
に
。
為
雄
の
心
は
如
何
変
つ
た
の
か
。
友
達
に

頼
で
。
行
先
不
明
と
の
知
ら
せ
を
よ
こ
し
て
。
そ
れ
ぎ
り
音
信
不
通
に
成
つ
て
了

つ
た
。
そ
ん
な
事
と
は
知
ら
ぬ
此
方
で
は
。
手
の
届
く
限
り
。
行
先
を
探
し
た
が
。

如
何
し
て
も
知
れ
な
か
つ
た
の
で
。
父
親
の
失
望
は
見
る
も
気
の
毒
な
位
。
未
だ

其
上
に
為
雄
を
。
焦
れ
焦
れ
て
居
た
竹
子
は
。
余
り
の
悲
み
に
。
病
気
に
成
つ
て
。

一
時
は
到
底
助
ら
ぬ
も
の
と
。
傍
の
者
も
諦
め
て
居
た
が
。
仕
合
と
命
だ
け
は
取

上
げ
た
が
。
此
世
に
何
の
望
も
無
い
身
を
。
尼
に
仕
て
呉
と
言
つ
て
。
親
達
を
困

ら
せ
た
。
そ
れ
も
皆
な
の
慰
さ
め
で
。
漸
々
思
ひ
止
ま
つ
た
が
。
味
気
無
い
月
日

を
送
る
の
が
。
竹
子
は
沁
々
辛
か
つ
た
。
そ
れ
が
此
頃
人
づ
て
に
。
為
雄
が
立
派

な
紳
士
に
成
つ
て
。
嫁
を
探
し
に
日
本
へ
帰
つ
て
居
る
と
聞
い
た
の
で
。
竹
子
は

胸
を
毒
矢
で
。
射
抜
か
れ
た
や
う
な
苦
痛
を
感
じ
た
。 

『
死
ん
で
了
ひ
た
い
』
と
幾
度
思
つ
た
か
知
れ
な
い
が
。
親
や
姉
の
後
の
悲
み
を

思
う
て
。
流
石
に
そ
ん
な
事
も
出
來
な
い
の
で
。
心
な
ら
ず
も
生
て
は
居
る
が
。
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世
間
の
人
に
顔
を
見
ら
れ
る
の
も
。
恥
か
し
い
や
う
な
感
が
し
て
。
自
分
の
室
か

ら
さ
へ
。
出
る
の
を
厭
が
つ
て
。
泣
い
て
ば
か
り
暮
し
て
居
る
の
で
。
子
に
甘
い

父
親
は
。
恨
み
を
捨
て
為
雄
と
竹
子
と
の
結
婚
を
頼
む
で
視
や
う
か
。
と
迄
言
つ

た
が
。
そ
れ
は
竹
子
が
承
知
仕
な
か
つ
た
。
為
雄
を
仮
令
如
何
な
に
恋
し
く
思
つ

て
居
て
も
。
一
度
捨
ら
れ
た
身
を
如
何
し
て
そ
ん
な
恥
か
し
い
事
が
頼
め
や
う
。

既
う
彼
ん
な
薄
情
な
人
の
事
は
諦
め
て
了
ひ
ま
し
た
。
と
竹
子
は
立
派
に
言
つ
た

が
。
恋
ひ
し
さ
と
。
恨
め
し
さ
に
心
は
乱
れ
て
。
人
知
ず
一
日
も
早
く
此
世
か
ら
。

遁
れ
る
こ
と
が
出
来
る
や
う
に
と
。
祈
つ
た
。 

『
竹
ち
や
ん
。
貴
女
家
に
ば
か
り
居
て
。
く
よ

〱
し
て
居
ち
や
駄
目
よ
。
少
し

何
処
か
へ
遊
び
に
行
か
う
じ
や
な
い
の
。
外
へ
出
れ
ば
知
ら
ず

〱
心
の
慰
み
に

も
成
る
事
が
き
つ
と
有
る
わ
。
今
か
ら
行
き
ま
し
や
う
よ
。
竹
ち
や
ん
の
好
き
な

百
花
園
へ
？
』 

『
難
有
た
う
。
け
れ
ど
外
へ
出
て
。
お
友
達
に
で
も
逢
ふ
と
恥
か
し
い
わ
』 

『
何
ん
の
恥
か
し
い
こ
と
が
有
る
も
の
で
す
か
。
竹
ち
や
ん
が
。
世
間
へ
顔
向
け

の
出
来
な
い
事
で
も
仕
た
の
じ
や
無
し
。
敬
一
さ
ん
も
今
日
は
一
日
留
守
だ
か

ら
。
二
人
で
行
き
ま
し
や
う
よ
』 

 

と
松
子
が
一
生
懸
命
に
進
め
る
の
で
。
竹
子
も
外
へ
出
て
み
る
気
に
成
つ
た

が
。
百
花
園
は
思
ひ
出
の
多
い
処
な
の
で
。
行
く
の
が
恐
ろ
し
い
や
う
な
気
が
し

た
。 

『
姉
さ
ん
帝
劇
は
何
ん
で
し
や
う
ね
』 

『
芝
居
へ
行
く
の
』 

 

と
。
呆
れ
た
や
う
な
妹
を
視
た
松
子
は
。 

『
彼
ん
な
処
こ
そ
。
お
友
達
が
沢
山
行
つ
て
居
る
わ
』 

『
さ
う
ね
。
で
も
私
悲
し
い

く
芝
居
で
も
観
て
。
さ
め
ざ
め
泣
い
た
ら
。
心
が

晴
や
う
か
と
も
思
ふ
の
』 

『
竹
ち
や
ん
が
さ
う
思
ふ
な
ら
。
そ
れ
も
可
い
で
し
や
う
。
私
は
何
処
へ
で
も
行

く
わ
。
帝
劇
は
今
文
芸
協
会
の
シ
イ
ザ
ー
な
の
よ
』 

『
猶
可
い
わ
。
行
き
ま
し
や
う
。
義
兄
さ
ん
と
三
人
で
ね
。
今
夜
！
』
と
微
笑
し

た
。 

『
え
ゝ
』
と
松
子
も
妹
の
笑
顔
を
嬉
し
相
に
眺
め
た
が
。 

『
二
人
ぎ
り
が
可
い
こ
と
よ
。
敬
一
さ
ん
と
行
く
と
お
と
な
し
く
仕
て
居
な
い

と
。
叱
ら
れ
る
の
で
す
も
の
。
』 

 

と
小
供
ら
し
く
言
ふ
松
子
の
顔
を
。
竹
子
は
羨
ま
し
相
に
眺
め
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

✕ 
 

✕ 
 

✕ 
 

✕ 
 

✕ 

 

出
入
口
の
群
衆
の
な
か
を
。
松
子
の
手
に
縋
り
な
が
ら
。
漸
と
遁
れ
出
た
竹
子

は
。
夢
心
地
に
地
を
踏
み
な
が
ら
。
可
く
晴
て
。
星
の
青
い
空
を
視
あ
げ
た
。
其

の
前
を
自
働
車
が
駆
け
脱
け
た
の
で
。
視
る
と
も
無
し
に
。
車
中
の
人
に
眼
を
馳

る
と
。
先
刻
東
洋
軒
で
。
竹
子
の
踊
の
師
匠
だ
つ
た
婦
人
と
。
一
所
に
。
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
を
飲
む
で
居
た
。
帝
劇
の
女
優
の
一
人
だ
つ
た
。
其
の
女
優
は
。
師
匠

が
竹
子
に
。
女
優
に
成
れ
と
進
め
た
時
。
一
所
に
成
つ
て
そ
れ
を
賛
成
し
て
。
親

し
く
色
々
の
話
を
仕
て
呉
た
の
で
あ
つ
た
。
昼
間
の
や
う
な
。
ア
ヽ
ク
ト
ー
の
燈

火
に
。
車
中
か
ら
も
。
竹
子
の
居
る
の
が
見
え
た
の
か
。
笑
顔
で
会
釈
し
た
が
。

未
だ
其
の
笑
み
の
消
え
ぬ
間
に
。
自
働
車
は
。
暗
の
大
路
を
飛
ぶ
や
う
に
。
去
つ

て
了
つ
た
。 

『
嫌
な
臭
気

―
だ
か
ら
自
働
車
厭
ひ
だ
わ
』 

 

と
鼻
を
蔽
ふ
松
子
の
態
度
も
。
茫
然
と
自
働
車
の
後
を
見
送
る
竹
子
の
眼
に
は

入
ら
な
か
つ
た
。 

『
何
を
茫
然
と
仕
て
居
る
の
。
さ
あ
行
き
ま
し
や
う
。
遅
く
成
る
わ
』 
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と
言
は
れ
て
。
始
て
我
に
返
つ
た
竹
子
は
。 

『
女
優
が
可
い
わ
。
真
箇
に

―
』 

 

と
独
言
を
言
つ
た
の
で
。
竹
子
の
心
中
を
知
ら
ぬ
松
子
は
。 

『
女
優
が
如
何
し
た
の
』 

 

と
聞
き
返
し
た
の
で
。
竹
子
は
。 

『
姉
さ
ん
。
私
女
優
に
成
つ
て
も
可
い
で
し
や
う
』 

 

と
甘
え
る
や
う
に
言
つ
た
。
松
子
は
呆
れ
て
立
止
ま
つ
た
。
其
の
姉
の
顔
を
笑

止
と
眺
な
が
ら
。
竹
子
は
。 

『
私
は
最
早
一
生
涯
独
身
で
。
華
麗
な
女
優
生
活
で
も
し
て
。
暮
し
ま
し
や
う
よ
。

踊
だ
つ
て
三
味
線
だ
つ
て
。
現
今
の
女
優
達
に
は
敗
な
い
積
よ
。
帰
宅
た
ら
。
父

様
に
願
つ
て
見
る
か
ら
。
姉
さ
ん
も
傍
か
ら
。

と

り

な

執
成
し
て
頂
戴
ね
』 

 

と
熱
心
に
言
つ
た
の
で
。
困
つ
た
事
を
思
附
い
た
も
の
だ
と
。
心
秘
か
に
当
惑

し
た
。 

『
今
夜
の
ブ
ル
ー
タ
ス
の
夫
人
だ
つ
て
。
彼
れ
が
も
つ
と
上
手
な
ら
。
如
何
な
に

可
か
つ
た
か
知
れ
な
い
わ
ね
』 

『
然
う
ね
』 

 

と
気
乗
の
せ
ぬ
姉
の
返
事
に
も
と
ん
ぢ
や
く
無
く
。 

『
私
は
新
し
い
劇
も
好
き
だ
け
れ
ど
。

や
つ
ぱ
り

仍
且
旧
劇
の
方
が

い
い可

ね
。
役
者
に
成
る
に

は
。
義
太
夫
も
出
来
な
き
や
駄
目
ね
』 

 

な
ど
ゝ
夢
中
に
成
つ
て
居
る
竹
子
を
。
松
子
は
よ
う
よ
う
電
車
へ
乗
せ
て
。
帰

宅
て
来
た
。 

 

其
晩
。
竹
子
は
夕
方
渋
々
出
て
行
つ
た
の
に
引
変
へ
て
。
元
気
に
新
劇
の
話
な

ど
し
て
。
は
し
や
い
で
居
る
の
を
視
た
両
親
は
。
却
つ
て
そ
れ
を
可
愛
相
に
思
つ

た
。 

 

日
が
過
つ
に
従
つ
て
。
竹
子
が
女
優
に
成
る
と
。
言
ふ
決
心
は
愈
々
堅
く
。
ゆ

る
さ
ね
ば
。
絶
望
の
あ
ま
り
ひ
よ
ん
な
事
で
も
仕
出
か
し
て
は
と
。
子
に
甘
い
親

心
か
ら
。
兎
も
角
も
ゆ
る
し
は
仕
た
が
。
一
二
年
芸
を
励
む
だ
上
で
と
の
事
で
。

竹
子
は
毎
日
女
中
を
連
て
は
。
諸
芸
の
稽
古
に
歩
い
た
。 

  
 
 
 
 
 

      

＊     

＊     

＊     

＊     

＊ 

 

今
日
は
親
類
に
仏
事
が
有
る
の
で
。
両
親
が
留
守
な
の
で
。
竹
子
は
稽
古
を
休

む
で
自
家
に
居
た
。 

 

松
子
は
昨
夜
の
暴
風
で
花
壇
が
め
ち
や

〱
に
成
つ
た
の
を
。
跣
に
成
つ
て
修

繕
し
て
居
た
。
所
へ
竹
子
が
前
髪
を
。
中
央
か
ら
別
け
た
束
髪
に
結
つ
て
庭
へ
出

て
來
た
。
そ
れ
を
視
た
松
子
は
。 

『
ま
ア
』 

 

と
一
度
は
愕
い
た
が
、
一
増
艶
な
妹
の
姿
に

み

と

見
恍
れ
ず
に
は
居
ら
れ
な
か
つ

た
。 

『
姉
さ
ん
如
何
し
た
の
』 

 

と
姉
の
呆
た
や
う
な
顔
を
視
る
と
。
竹
子
は
微
笑
し
た
。 

『
だ
つ
て
余
り
艶
麗
な
の
で
す
も
の
』 

『
厭
な
姉
さ
ん
。
お
ご
ら
せ
や
う
と
思
つ
て
』 

『
何
ん
で
そ
ん
な
人
の
悪
い
こ
と
を
思
ふ
も
の
で
す
か
』 

 

と
言
つ
て
松
子
は
。 

『
竹
ち
や
ん
。
御
性
だ
か
ら
袂
か
ら
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
を
出
し
て
。
顔
の
汗
を
拭
い

て
ね
。
此
の
通
り
だ
か
ら
』 

 

と
土
だ
ら
け
な
手
を
視
せ
た
。 

『
ま
ア
。
何
ん
と
言
ふ
手
で
し
や
う
。
お
止
し
な
さ
い
よ
土
弄
り
は
。
顔
だ
つ
て

日
光
に
焼
け
て
。
随
分
黒
く
成
つ
て
よ
。
』 
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と
眉
を
寄
せ
な
が
ら
。
松
子
の
汗
ば
ん
だ
顔
を
拭
い
て
遣
つ
た
。 

『
難
有
た
う
。
』 

 

と
礼
を
言
つ
た
松
子
は
。
倒
れ
た
ダ
リ
ヤ
を
起
し
て
。 

『
可
愛
相
に
』 

 

と
独
言
を
言
ひ
な
が
ら
。
竹
で
支
え
て
遣
る
の
を
見
た
竹
子
は
思
は
ず
。
吹
き

出
し
て
。 

『
厭
に
成
つ
ち
ま
う
わ
ね
―
―
。
御
隠
居
さ
ん
の
す
る
事
よ
。
花
造
り
な
ん
て
。
』

 

 

と
ま
ぜ
か
へ

雑
返
し
た
。 

『
黙
つ
て
お
い
で
よ
。
花
を
作
る
楽
み
な
ん
て
。
貴
女
に
は
わ
か
ら
な
い
の
だ
か

ら
。
』 

 

と
笑
ひ
な
が
ら
。
さ
つ
さ
と
働
い
て
居
る
の
で
。
竹
子
も
暫
時
眺
め
て
居
た
が
。

松
子
が
其
れ
か
ら
其
れ
と
。
夢
中
に
成
つ
て
。
庭
中
片
附
け
か
ね
ぬ
有
様
を
見
た
。

竹
子
は
堪
兼
て
。 

『
姉
さ
ん
。
御
昼
飯
の
お
菜
は
如
何
す
る
の
よ
。
福
が
困
つ
て
居
た
わ
。
私
も
そ

ろ

〱
お
腹
が
空
い
て
来
た
わ
。
此
儘
に
仕
て
置
く
の
が
。
気
持
が
悪
け
れ
ば
植

木
屋
の
老
爺
を
頼
め
ば
可
い
じ
や
な
い
の
。
』 

 

と
止
め
た
が
。 

『
詰
ら
な
い
わ
。
老
爺
な
ん
か
頼
む
の
は
。
お
菜
な
ん
て
。
有
り
合
せ
で
沢
山
よ
。
』

 

 

と
松
子
は
平
気
で
居
る
の
で
。 

『
花
の
事
だ
と
全
々
狂
人
だ
か
ら
困
つ
ち
ま
う
わ
。
折
角
真
黒
に
成
つ
て
。
丹
精

し
た
つ
て
。
一
ツ
風
が
吹
け
ば
。
こ
ん
な
に
成
つ
て
了
う
の
で
す
も
の
。
そ
ん
な

に
花
が
好
き
な
ら
。
鉢
植
の
を
買
つ
て
眺
め
れ
ば
可
い
の
に
。
第
一
此
の

あ

つ

い

暑
気
の

に
。
日
和
へ
出
て
居
る
の
で
す
も
の
。
病
気
に
成
る
わ
。
花
と
体
と
何
つ
ち
が
大

切
で
し
や
う
。
』 

 

と
く
ど

〱
言
つ
て
居
た
竹
子
は
。
軈
て
。
思
ひ
出
し
た
や
う
に
。 

『
歌
舞
伎
の
連
中
に
は
。
姉
さ
ん
も
行
つ
て
く
だ
さ
る
で
し
や
う
ね
』 

 

と
聞
い
た
。 

『
亦
た
義
理
見
物
な
の
。
厭
よ
私
は
既
う

く
連
中
な
ん
か
と
。
芝
居
へ
は
行
か

な
い
わ
。

こ
の
あ
ひ
だ

先

度
で
懲
々
仕
た
。
粗
末
に
取
り
扱
か
は
れ
た
上
に
。
御
金
を
沢
山

取
ら
れ
る
の
で
す
も
の
。
詰
ら
な
い
わ
』 

『
心
細
い
こ
と
を
言
ふ
の
ね
。
私
だ
つ
て
将
来
に
皆
さ
ん
に
。
如
何
な
お
世
話
に

成
る
か
知
れ
な
い
か
ら
。
義
理
は
ち
や
ん
と
仕
て
置
き
た
い
の
』 

 

と
表
面
ば
か
り
華
麗
な
女
優
生
活
を
夢
見
て
居
る
竹
子
は
。
今
か
ら
其
時
の
用

意
に
と
。
少
な
か
ら
ぬ
金
銭
を
此
頃
遣
ふ
の
で
。
そ
れ
を
苦
々
し
い
事
に
思
つ
て

居
る
松
子
は
。
如
何
か
し
て
。
今
の
中
に
女
優
志
願
を
思
ひ
止
ま
ら
せ
や
う
と
。 

『
義
理
な
ん
て
こ
と
は
切
の
無
い
事
だ
か
ら
。
お
止
な
さ
い
よ
。
今
か
ら
そ
ん
な

に
手
を
拡
げ
た
ら
。
将
来
に
如
何
す
る
の
。
父
様
だ
つ
て
。
さ
う

〱
お
金
が
続

く
も
の
で
す
か
。
女
優
な
ん
て
三
面
記
事
の
材
料
に
ば
か
り
成
つ
て
居
る
じ
や
無

い
の
。
』 

 

と
松
子
は
手
を
バ
ケ
ツ
の
水
で
洗
つ
て
。
竹
子
と
縁
へ
並
ん
で
腰
を
掛
た
。 

『
私
は
そ
ん
な
材
料
に
さ
れ
る
や
う
な
事
は
仕
な
い
わ
。
』 

『
然
う
は
行
か
な
い
わ
。
貴
女
は
何
程
立
派
な
心
を
持
つ
て
居
た
つ
て
。
境
遇
が

而
う
さ
せ
て
了
う
の
だ
か
ら
。
』 

『
私
は
そ
ん
な
意
志
の
弱
い
女
じ
や
無
い
積
り
よ
』 

『
駄
目
よ
。
詰
り
意
志
が
弱
い
か
ら
。
女
優
に
で
も
成
つ
て
。
華
麗
な
生
活
に
。

心
の
苦
痛
を
紛
ら
せ
や
う
と
為
る
の
で
し
や
う
が
。
女
優
な
ん
か
に
成
つ
た
ら
。

又
新
し
い
苦
痛
を
増
す
や
う
な
も
の
よ
。
止
め
て
頂
戴
。
敬
一
さ
ん
だ
つ
て
。
貴

女
が
女
優
に
成
る
事
を
如
何
な
に
辛
が
つ
て
居
る
か
知
れ
な
い
わ
。
』 
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『
然
う
で
し
や
う
と
も
ね
―
―
。
さ
ぞ
跳
つ
返
り
な
女
と

さ

げ

す

蔑
視
む
で
居
ら
つ
し
や

る
で
し
や
う
。
と
ん
だ
妹
を
持
つ
て
姉
様
も
御
気
の
毒
ね
。
私
が
女
優
に
成
る
こ

と
が
。
皆
様
の
御
迷
惑
に
成
る
や
う
な
ら
。
籍
を
抜
い
て
戴
い
て
。
御
師
匠
さ
ん

の
む
す
め

媳

に
で
も
仕
て
貰
は
う
わ
』 

『
何
故
そ
ん
な
事
を
言
ふ
の
。
み
ん
な
貴
女
の
将
来
を
思
ふ
か
ら
。
心
配
す
る
の

だ
わ
』 

『
御
親
切
は
嬉
し
い
け
れ
ど
。
安
心
し
て
居
て
頂
戴
。
皆
さ
ん
の
恥
に
成
る
や
う

な
事
は
誓
つ
て
仕
ま
せ
ん
か
ら
。
』 

 

と
竹
子
が
燃
る
や
う
な
感
情
を
眼
に
言
は
せ
て
。
熱
心
に
言
ふ
の
で
。
松
子
も

流
石
に
。
さ
う

〱
頭
ご
な
し
に
も
出
来
な
い
の
で
。
黙
つ
て
了
つ
た
。 

 

其
処
へ
女
中
の
お
福
が
周
章
て
ゝ
駈
け
込
む
で
来
た
の
で
。
如
何
し
た
の
か

と
。
姉
妹
は
後
を
見
返
る
と
。 

『
来
ま
し
た

く
』 

 

と
小
声
で
言
つ
た
の
で
。
何
に
が
来
た
の
だ
か
判
ら
な
い
の
で
。
姉
妹
は
呆
れ

て
お
福
を
視
な
が
ら
。 

『
何
に
が
来
た
の
』 

 

と
聞
き
返
す
と
。 

『
彼
の
仕
立
屋
の
娘
さ
ん
で
す
よ
』 

 

と
言
つ
た
。
そ
れ
を
聞
い
た
竹
子
は
。 

『
姉
さ
ん
。
先
日
お
話
し
た
有
楽
座
の
女
優
の
妹
よ
』
と
物
々
し
く
言
ふ
の
で
。 

『
あ
ゝ
然
う
な
の
』 

 

と
故
意
と
無
情
な
く
言
つ
て
。
取
合
ず
に
居
る
と
。 

『
竹
子
様
。
お
逢
に
成
り
ま
す
な
ら
。
あ
げ
ま
し
や
う
か
。
待
た
せ
て
有
る
の
で

ご
ざ
い
ま
す
』 

 

と
お
福
が
促
し
た
の
で
。 

『
あ
げ
て
お
呉
よ
。
姉
さ
ん
其
の
娘
に
逢
て
も
可
い
で
し
や
う
』 

 

と
姉
に
ゆ
る
し
を
求
め
た
。 

『
逢
つ
て
如
何
す
る
の
』 

『
如
何
す
る
つ
て
事
も
無
い
け
れ
ど
。
参
考
の
為
に
女
優
つ
て
者
の
。

ふ

だ

ん

不
素
の
有

様
を
聞
い
て
見
る
の
よ
』 

『
然
う
ね

―
』 

 

と
難
か
し
い
顔
を
仕
て
居
た
が
。 

『
ま
ア
逢
つ
て
視
る
と
可
い
わ
。
け
れ
ど
如
何
な
娘
だ
か
。
知
れ
も
仕
な
い
の
に
。

余
り
親
し
く
成
つ
て
了
ふ
て
は
困
つ
て
よ
』 

 

と
そ
れ
で
も
渋
々
ゆ
る
し
た
の
で
。
竹
子
と
お
福
は
台
所
へ
出
て
行
つ
て
。
辞

退
す
る
娘
を
。
無
理
遣
り
に
。
茶
の
室
に
連
れ
て
来
た
。 

 

松
子
も
許
は
仕
た
も
の
ゝ
。
心
に
掛
る
の
で
。
自
分
も
其
処
へ
来
て
視
る
と
。

娘
と
言
ふ
の
は
十
八
九
歳
位
で
。
容
貌
も
十
人
並
優
れ
居
る
が
。
日
光
に
焼
て
真

黒
な
の
と
。
衣
服
を
少
し
も
取
り
繕
は
ぬ
の
で
。
二
十
歳
以
上
に
見
え
る
。 

 

娘
は
捕
れ
た
小
鳥
の
や
う
に
。
室
の
隅
に
ち
い
さ
く
成
つ
て
坐
つ
て
居
た
。
這

入
つ
て
来
た
松
子
を
視
る
と
。 

『
毎
度
。
御
仕
立
物
を
有
難
た
う
存
じ
ま
す
』
と
丁
寧
に
挨
拶
し
た
。 

 

其
の
世
馴
ぬ
娘
の
態
度
を
見
た
松
子
は
。
少
し
は
心
を
安
め
る
の
で
あ
つ
た
。

遠
慮
の
無
い
竹
子
は
。 

『
貴
方
の
姉
さ
ん
は
女
優
で
在
ら
つ
し
や
る
の
で
す
つ
て
ね
ー
』 

 

と
言
つ
た
の
で
。
松
子
は
妹
の
無
遠
慮
を
気
の
毒
に
思
つ
て
。
竹
子
に
斯
様
言

は
れ
て
。
顔
を
赤
め
な
が
ら
。
差
俯
向
い
て
居
る
娘
に
。 

『
御
仕
立
物
は
。
貴
女
が
為
さ
る
相
で
す
が
。
御
上
手
で
す
こ
と
ね
。
先
日
も
他
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所
で
讃
ら
れ
た
の
で
す
よ
』 

 

と
慰
め
顔
に
言
ふ
の
を
聞
い
た
娘
は
。
流
石
に
嬉
し
相
な
笑
顔
を
見
せ
た
が
。 

『
如
何
致
し
ま
し
て
。
さ
ぞ
御
気
持
が
悪
う
ご
ざ
い
ま
し
や
う
。
』 

 

と
謙
遜
し
た
。 

『
姉
さ
ん
は
。
何
ん
と
被
仰
る
の
』 

 

と
竹
子
は
亦
し
て
も
。
聞
く
の
で
有
つ
た
。 

『
姉
で
ご
ざ
い
ま
す
か
』 

 

と
暫
時
言
ひ
淀
ん
だ
娘
は
。 

『
月
の
井
清
枝
と
言
ふ
の
で
ご
ざ
い
ま
す
』 

 

と
耻
か
し
相
に
言
つ
た
。 

『
ま
ア
。
そ
れ
で
は
有
名
な
女
優
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
れ
だ
の
に
。
何
故
貴

女
は
賃
仕
事
な
ぞ
し
て
居
る
の
。
姉
さ
ん
と
一
緒
に
女
優
に
成
れ
ば
可
い
の
に
』 

『
ハ
イ
』 

 

と
迷
惑
相
に
答
へ
た
娘
は
。 

『
御
召
が
出
来
ま
し
た
か
ら
。
御
覧
遊
ば
し
て
』 

 

と
派
手
な
御
召
縮
緬
の
単
衣
を
包
み
か
ら
出
し
た
。 

『
難
有
た
う
。
』 

 

と
竹
子
は
そ
れ
を
片
寄
せ
な
が
ら
。 

『
貴
女
の
お
名
は
何
ん
と
被
仰
る
の
』 

『
小
夜
と
申
し
ま
す
』 

『
月
ノ
井
小
夜
子
。
可
い
御
名
ね
ー
。
真
箇
に
何
故
女
優
に
お
成
り
為
さ
ら
な
い

の
。
其
の
御
美
貌
で
惜
い
わ
ね
ー
』 

『
私
は
女
優
な
ん
て
。
大
嫌
ひ
で
ご
ざ
い
ま
す
も
の
』 

『
ま
ア
。
如
何
し
て
厭
な
の
で
し
や
う
ね
。
姉
さ
ん
が
。
成
つ
て
在
ら
つ
し
や
る

か
ら
。
丁
度
可
い
じ
や
有
り
ま
せ
ん
か
。
』 

『
真
箇
で
ご
ざ
い
ま
す
ね
。
御
当
家
の
お
嬢
様
も
将
来
に
女
優
に
お
成
り
遊
ば
す

の
で
す
よ
』 

 

と
口
の
輕
い
お
福
が
傍
か
ら
斯
様
言
つ
た
の
で
。
お
小
夜
は
呆
気
に
取
ら
れ

て
。
竹
子
を
見
た
が
。 

『
失
礼
で
ご
ざ
い
ま
す
が
。
如
何
言
ふ
事
情
で
そ
ん
な
事
を
思
立
ち
に
お
成
り
遊

ば
し
た
か
存
じ
ま
せ
ん
が
。
女
優
な
ん
て
。
そ
れ
は

〱
厭
な
者
で
ご
ざ
い
ま
す

よ
』 

 

さ
も

く
厭
相
に
言
ふ
の
で
。 

 

竹
子
は
面
白
か
ら
ぬ
顔
を
し
た
。 

『
耻
を
お
話
し
す
る
や
う
で
ご
ざ
い
ま
す
が
。
姉
は
心
得
違
ひ
か
ら
。
彼
ん
な
者

に
成
り
ま
し
た
お
蔭
で
。
母
親
も
私
も
思
ひ
も
掛
ぬ
。
苦
労
を
為
る
の
で
ご
ざ
い

ま
す
。
お
嬢
様
。
生
意
気
な
事
を
言
ふ
と
。
御
思
召
ま
し
や
う
が
。
そ
れ
は
お
や

め
遊
ば
し
た
方
が
。
可
ろ
し
う
ご
ざ
い
ま
す
よ
。
私
の
家
も
父
は
早
く
亡
な
り
ま

し
た
が
。
親
子
三
人
が
遊
ん
で
居
て
も
。
如
何
や
ら
か
う
や
ら
。
一
生
涯

こ
ま艱

ら
ぬ

程
の
遺
産
が
有
つ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
。
姉
が
彼
の
表
面
だ
け
華
美
な
。
女
優

と
言
ふ
者
に
。
憧
れ
て
。
随
分
母
親
や
私
も
苦
い
意
見
を
申
し
た
の
で
す
が
。
如

何
し
て
も
承
知
ま
せ
ん
で
。
女
優
に
成
つ
て
了
ひ
ま
し
た
が
。
私
達
が
思
つ
た
通

り
。
姉
は
堕
落
し
て
了
ひ
ま
す
し
。
遺
産
も
無
く
成
り
。
と
う

く
他
人
様
の
お

情
で
暮
す
や
う
に
成
つ
て
了
ひ
ま
し
た
。
』 

 
と
お
小
夜
は
思
は
ず
涙
組
む
だ
。 

『
難
有
た
う
。
可
く
言
つ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
私
も
妹
を
如
何
か
。
そ
ん
な
者
に

致
た
く
無
い
と
。
停
め
る
の
で
す
が
。
矢
張
り
如
何
し
て
も

き

い

て

承
知
く
れ
ま
せ
ん
。

貴
女
の
姉
さ
ん
だ
つ
て
始
か
ら
。
そ
ん
な
取
り
返
し
の
附
か
ぬ
御
身
に
成
ら
う
と
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は
思
つ
ち
や
。
居
ら
つ
し
や
ら
な
い
で
し
た
ら
う
に
』 

『
而
う
で
ご
ざ
い
ま
す
と
も
。
姉
も
始
は
他
の
女
優
の
為
る
こ
と
を
。
大
変
賤
し

む
で
居
り
ま
し
た
が
。
終
ひ
に
は

や

つ

ぱ

仍
且
り
駄
目
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
母
親
や
私
の

苦
労
を
親
類
で
も
。
気
の
毒
と
は
思
つ
て
呉
ま
す
が
。
姉
さ
ん
の
眼
が
覚
め
て
。

女
優
を
停
め
て
了
は
な
け
れ
ば
構
つ
て
遣
ら
ぬ
と
申
し
ま
す
。
私
は
如
何
な
苦
労

も
厭
ひ
ま
せ
ん
が
。
年
寄
つ
た
母
親
に
は
実
に
気
の
毒
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
も
此

頃
姉
を
随
分
。
責
る
の
で
す
が
。
将
来
に
楽
に
仕
て
あ
げ
る
と
ば
か
り
で
。
余
ま

り
何
に
か
申
し
ま
す
と
。
自
棄
に
成
つ
て
。
強
い
お
酒
を
飲
ん
で
愈
々
私
達
を
困

ら
せ
る
も
の
で
す
か
ら
。
母
親
が
返
つ
て
私
を
和
め
る
と
言
ふ
や
う
な
訳
で
。
家

庭
も
遂
々
め
ち
や

〱
に
成
つ
て
了
ひ
ま
し
た
』 

 

と
お
小
夜
は
段
々
沈
ん
で
來
る
。 

『
お
可
愛
相
に
ね
え
。
女
優
々
々
と
世
間
で
偉
相
に
騒
ぎ
立
て
た
つ
て
。
賤
し
い

昔
の
女
役
者
と
変
り
は
無
い
の
で
す
も
の
』 

『
真
箇
に
而
う
で
ご
ざ
い
ま
す
と
も
。
新
聞
に
出
さ
れ
る
度
に
。
名
が
拡
が
る
と

敗
惜
み
は
言
つ
て
居
り
ま
す
が
。
其
れ
が
為
に
愈
々
心
が
荒
ん
で
行
く
の
が
。
可

く
見
え
る
の
で
情
無
く
成
り
ま
す
』 

 

と
の
。
姉
と
お
小
夜
の
話
し
を
凝
と
聞
い
て
居
た
竹
子
は
。 

『
そ
れ
で
は
。
如
何
な
に
自
分
ば
か
り
立
派
な
心
を
持
つ
て
居
て
も
。
そ
れ
で
は

通
ら
な
い
の
で
し
や
う
か
ね
ー
』 

 

と
情
な
さ
相
に
言
つ
た
。 

『
通
ら
な
い
事
は
有
り
ま
す
ま
い
。
け
れ
ど
周
囲
の
誘
惑
や
。
迫
害
に
。
打
勝
つ

て
行
か
う
と
言
ふ
の
は
。
と
て
も
と
て
も
女
の
弱
い
心
で
は
。
私
は
む
づ
か
し
い

と
思
ひ
ま
す
。
そ
れ
に
貴
女
に
は
一
方
の
煩
悶
も
有
る
し
。
真
箇
に
思
ひ
停
ま
つ

て
頂
戴
い
。
お
小
夜
さ
ん
の
姉
さ
ん
が
。
可
い
お
手
本
で
す
。
』 

『
真
箇
に
而
う
で
す
ね
ー
。
そ
れ
じ
や
私
も
可
く
考
へ
ま
す
わ
』 

 

と
悄
々
と
竹
子
は
立
つ
て
自
分
の
室
へ
行
つ
て
了
つ
た
。
其
後
姿
を
哀
れ
に
見

送
つ
た
松
子
は
。 

『
お
小
夜
さ
ん
。
真
箇
に
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。
妹
も
多
分
思
ひ
停
つ
て
呉
ま

し
や
う
。
』 

『
如
何
か
而
う
し
た
い
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
姉
な
ど
も
可
い
役
一
ツ
附
け
て
貰

ふ
に
も
。
如
何
な
に
苦
労
を
致
し
ま
す
か
知
れ
ま
せ
ん
。
如
何
な
に
芸
が
可
く
出

来
ま
し
て
も
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
通
り
ま
せ
ん
で
。
下
手
で
も
人
気
の
有
る
人
が

自
然
可
い
役
が
附
く
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
。
又
其
の
人
気
と
い
ふ
の
が
大
変
で
お

金
も
入
ま
す
が
。
連
中
を
頼
む
と
か
。
贔
屓
の
方
を
沢
山
こ
し
ら
へ
て
。
応
援
し

て
貰
ふ
と
か
。
そ
の
苦
労
で
も
体
が
眼
に
見
え
る
や
う
に
。
痩
て
行
く
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。
』 

『
さ
ぞ
他
人
の
知
ら
ぬ
苦
労
を
為
さ
る
で
し
や
う
ね
。
』 

『
独
り
で
泣
い
て
居
る
時
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。
け
れ
ど
未
だ
其
頃
は
多
少
で
も
良

心
と
い
ふ
も
の
が
有
つ
た
の
で
す
け
れ
ど
。
現
時
は
既
う
全
々
以
前
と
は
人
が
違

つ
た
や
う
に
成
つ
て
了
ひ
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
母
親
は
自
分
の
子
の
悪
い
の
は
思

は
ず
。
世
間
や
他
人
様
を
恨
ん
で
居
り
ま
す
』 

『
そ
れ
が
何
ん
で
無
理
で
し
や
う
。
貴
女
も
何
卒
姉
さ
ん
を
。
女
優
と
い
ふ
悪
魔

の
手
か
ら
。
奪
ひ
帰
す
や
う
に
仕
て
下
さ
い
。
か
う
し
て
御
知
り
合
に
成
つ
た
の

も
。
何
に
か
の
御
縁
で
す
か
ら
私
も
蔭
乍
ら
お
力
に
成
り
ま
す
』 

 

と
松
子
は
お
小
夜
を
慰
さ
め
た
の
で 

『
難
有
た
う
存
じ
ま
す
。
御
情
を
母
親
に
伝
へ
ま
し
た
ら
。
如
何
な
に
喜
び
ま
し

や
う
』 

 

と
お
小
夜
は
嬉
し
相
に
い
そ

〱
し
て
帰
宅
つ
て
行
つ
た
。 
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其
の
翌
日
か
ら
竹
子
は
稽
古
に
も
行
か
ず
。
二
三
日
ふ
さ
い
で
居
た
が
。
或
る

朝
。
未
だ
誰
も
起
き
ぬ
う
ち
に
。
早
く
も
松
子
が
庭
へ
出
て
。
丹
精
し
て
咲
か
し

た
。
朝
顔
の
花
を
数
へ
て
居
る
の
を
見
た
竹
子
は
。
矢
庭
に
駆
け
寄
つ
て
。 

『
姉
さ
ん
。
勘
忍
し
て
ね
。
既
う
我
ま
ゝ
は
言
は
な
い
か
ら
。
女
優
に
成
る
こ
と

は
停
め
ま
し
た
。
安
心
し
て
ね
。
父
さ
ん
に
も
母
さ
ん
に
も
。
義
兄
さ
ん
に
も
謝

罪
つ
て
ね
』 

 

と
取
り
縋
つ
て
泣
い
た
の
で
。 

『
難
有
た
う
。
よ
く
思
ひ
停
ま
つ
て
呉
た
わ
ね
ー
』 

 

と
姉
も
嬉
し
涙
に
暮
た
。
（
完
） 

注 

（
１
）
た
だ
し
、
第
52
巻
に
つ
い
て
は
個
人
蔵
の
た
め
稿
者
未
見
。
平
成
25
年

度
國
學
院
大
學
大
学
院
特
定
課
題
研
究
報
告
書
『
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
の

研
究
』
（
研
究
代
表
者
・
上
田
正
行
、
二
〇
一
四
・
二
）
の
目
次
に
拠
っ

た
。 

（
２
）
「
在
京
記
者
」
は
記
事
中
で
治
子
に
「
太
田
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、

人
物
の
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
。
平
成
25
年
度
國
學
院
大
學
大
学
院
特
定

課
題
研
究
報
告
書
『
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
の
研
究 

本
文
翻
刻
篇
』
（
注

１
に
同
じ
）
五
四
一
頁
に
当
記
事
全
文
が
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。 

（
３
）
こ
の
寄
稿
に
つ
い
て
は
上
田
正
行
「
解
題
「
台
湾
愛
国
婦
人
」
と
い
う
雑

誌
の
意
義
」
（
平
成
25
年
度
國
學
院
大
學
大
学
院
特
定
課
題
研
究
報
告
書

『
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
の
研
究 

本
文
翻
刻
篇
』
（
注
１
に
同
じ
）
二
〇

頁
に
既
に
指
摘
が
あ
る
。 

（
４
）
当
雑
誌
の
原
稿
料
に
つ
い
て
は
与
謝
野
晶
子
の
言
が
参
考
に
な
る
。
詳
し

く
は
拙
稿
「
新
資
料
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
第
六
十
一
巻
―
与
謝
野
晶
子
と

雑
誌
の
関
わ
り
を
中
心
に
―
」
（
『
日
本
研
究
』
第
27
号
、
二
〇
一
四
・

五
）
を
参
照
。 

（
５
）
山
城
屋
せ
き
「
実
務
派
の
キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン
と
し
て 

国
木
田
治
子
」

（
ら
い
て
う
研
究
会
編
著
『
『
青
鞜
』
人
物
事
典
―
一
一
〇
人
の
群
像
―
』

大
修
館
書
店
、
二
〇
〇
一
・
五
）
、
吉
川
豊
子
「
国
木
田
治
子 

解
説
」
、

菅
井
か
を
る
「
同 

略
年
譜
」
（
『
新
編 

日
本
女
性
文
学
全
集 

第
三

巻
』
菁
柿
堂
、
二
〇
一
一
・
一
）
。 

（
６
）
『
読
売
新
聞
』
一
九
一
一
（
明
44
）
年
九
月
二
八
日
付
朝
刊
に
「
●
独
歩

未
亡
人
の
発
奮
△
三
越
給
仕
女
の
監
督
」
と
題
し
て
「
「
小
供
と
一
所
に

家
に
居
て
も
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
何
所
か
出
た
い
と
思
つ
て
田
村

江
東
様
や
田
山
花
袋
様
に
お
話
す
る
と
三
越
が
よ
か
ら
う
と
の
こ
と
で

田
村
様
か
ら
日
比
様
に
お
願
い
し
て
二
十
四
日
か
ら
出
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
」
と
治
子
の
談
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。
「
日
比
様
」
と
は
三
越
専

務
の
日
比
翁
助
（
一
八
六
〇
―
一
九
三
一
）
の
こ
と
で
あ
り
、
日
比
の
談

話
も
同
記
事
は
あ
わ
せ
て
掲
載
。
『
読
売
新
聞
』
一
九
一
二
年
（
明
45
）

六
月
三
日
付
朝
刊
「
新
し
い
女
（
一
六
）
△
三
越
の
給
仕
監
督
」
と
題
す

る
記
事
に
も
「
国
木
田
氏
の
未
亡
人
は
る
子
が
、
三
越
の
店
員
に
な
つ
た

の
は
、
四
十
四
年
の
九
月
で
あ
つ
た
」
と
あ
る
（
同
記
事
は
の
ち
、
Ｘ
生

『
新
ら
し
き
女
』
（
聚
精
堂
、
一
九
一
三
（
大
２
）
・
一
）
に
収
録
）
。 

（
７
）
注
３
論
文
に
同
じ 

（
８
）
塩
田
良
平
「
国
木
田
治
子
」
（
『
新
訂 

明
治
女
流
作
家
論
』
文
泉
堂
出
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版
、
一
九
八
三
・
一
〇
）
三
四
六
頁 

（
９
）
日
清
日
露
戦
争
報
道
に
深
く
関
わ
っ
た
独
歩
の
妻
で
あ
る
治
子
が
愛
国
婦

人
会
の
趣
旨
を
知
ら
な
い
と
は
想
定
し
に
く
く
、
軍
人
へ
の
皮
肉
を
含
ん

だ
一
節
は
小
説
を
書
く
な
か
で
思
わ
ず
流
露
し
て
し
ま
っ
た
真
情
か
。
或

い
は
〈
外
地
〉
刊
行
の
雑
誌
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
そ
の
よ
う
な
記
述

を
ゆ
る
し
た
か
。
愛
国
婦
人
会
台
湾
支
部
及
び
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
は
〈
内

地
〉
の
愛
国
婦
人
会
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
上
で
、
台
湾
総
督
府
に
よ
る
山

地
制
圧
事
業
に
お
け
る
後
援
と
広
告
塔
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
こ
の
台

湾
支
部
独
自
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
雑
誌
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
の

史
的
位
置
―
新
資
料
・
第
六
十
巻
を
中
心
に
―
」
（
『
日
本
研
究
』
第
22

号
、
二
〇
〇
九
・
五
）
、
拙
稿
「
雑
誌
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
の
性
格
―
プ

ロ
パ
ガ
ン
ダ
、
そ
し
て
近
代
文
学
発
生
の
場
と
し
て
―
」
（
『
県
立
広
島

大
学
人
間
文
化
学
部
紀
要
』
第
５
号
、
二
〇
一
〇
・
二
）
を
参
照
。 

（
10
）
中
島
礼
子
「
国
木
田
治
子
論
」
（
『
国
木
田
独
歩
―
初
期
作
品
の
世
界
―
』

明
治
書
院
、
一
九
八
八
・
八
）
三
三
一
頁 

（
11
）
様
々
な
職
種
の
女
性
の
実
際
生
活
を
紹
介
し
た
記
事
「
夏
に
於
け
る
女
の

生
活
振
」
（
『
女
の
世
界
』
一
九
一
五
（
大
４
）
・
八
）
の
筆
頭
に
は
「
帝

劇
の
女
優 

宇
治
龍
子
」
の
手
記
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
（
同
記
事
は
以

下
、
「
三
越
の
女
店
員 

国
木
田
治
子
」
「
商
店
の
女
主
人 

相
馬
良
子
」

「
女
タ
イ
ピ
ス
ト 

多
賀
田
し
ま
子
」
の
手
記
と
続
く
）
。
メ
デ
ィ
ア
は

女
性
の
欲
望
と
関
心
を
諫
め
る
一
方
、
同
時
に
そ
れ
を
刺
激
し
喚
起
す
る

も
の
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。 

（
12
）
『
読
売
新
聞
』
一
九
二
〇
（
大
９
）
年
五
月
三
一
日
付
朝
刊
「
国
木
田
貞

子
葬
儀
」
を
参
照
。
貞
子
が
病
弱
で
あ
っ
た
こ
と
は
『
読
売
新
聞
』
一
九

一
九
（
大
８
）
年
三
月
四
日
付
朝
刊
「
職
業
婦
人 

応
接
の
間
を
監
督
し

て
」
、
『
読
売
新
聞
』
一
九
二
〇
（
大
９
）
年
一
二
月
四
日
付
朝
刊
「
明

治
座
の
茶
屋
の
帳
場
へ 

独
歩
婦
人
」
か
ら
う
か
が
え
る
。 

（
13
）
「
松
竹
演
劇
の
九
十
年
」
（
『
松
竹
九
十
年
史
』
松
竹
株
式
会
社
、
一
九

八
五
・
一
二
）
一
〇
七
～
一
一
一
頁
等
を
参
照
。 

（
14
）
帝
劇
史
編
纂
委
員
会
編
「
主
要
興
業
年
譜
」
『
帝
劇
の
五
十
年
』
（
東
宝

株
式
会
社
、
一
九
六
六
・
九
）
一
〇
二
頁
等
を
参
照
。 

 

付
記 

本
稿
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
Ｊ
Ｐ
１
７
Ｋ
０
２
４
５
２
の
助
成
を
受
け
た
研

究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。 

  

（
し
も
お
か 

ゆ
か
、
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
准
教
授
） 
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